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３か月に及ぶ臨時休業期間中、大人から子供まで、日本の全国民が協力し合って取り組んできた新型コ

ロナウイルス感染症予防対策により、緊急事態宣言が解除されました。しかし、これからの社会は、長期
に渡り、新たなウイルスとともに生きていかなければなりません。その中で、新たな日常の生活を取り戻
しつつ、子供の学びを保障していく必要があります。そのために、 

この２点を踏まえ、学校での教育活動を開始し、その活動を評価しながら、学校再開に向けての取組を進
めていきます。 
＜校区別の分散登校による授業開始 ６月１日～１２日＞ 

 本日、校区別（スクールバス通学と徒歩通学）の２グループに分けた分散登校による登校日を行いまし
た。初めての集団登校を経験する１年生、新たな集団を見守った高学年のリーダー、そして子供たちを支
えてくださいました、保護者の皆様、見守り隊の皆様、地域の皆様、ありがとうございました。この２つ
のグループに分けた分散登校により、６月１日から１２日までの２週間、学校での授業を再開します。 

学校再開に向けた具体的な対応につきましては、本日配付しました別紙資料「美山小学校 学校再開に
向けた対応について」をご覧ください。子供たちの健康管理、マスクの準備、安全な登下校、家庭での昼
食の準備など、ご協力いただくことばかりですが、よろしくお願いいたします。なお、１５日以降の学校
につきましては、２週間の取組を評価し、方向を決定します。 

 
 
 
 

正しい情報を判断し、不当な差別・偏見・いじめをなくすこと 

コロナウイルス感染症の恐ろしさは、年齢を問わず感染し、命も奪ってしまう感染症であることです。
この未知の感染症に対し、自らの感染の危険を顧みず、不眠不休の状態で新型コロナウイルス感染症の治
療に当たる医療機関や医療従事者の方々がいます。不要不急の外出を避ける中、国民の生活を支えるため
に、社会機能の維持にあたる方、職場や現場で働いてみえる方々がいます。これらの方々によって今の状
態が保たれている中、誤った情報や認識に基づく不当な差別・偏見・いじめが起きています。また、感染
者、濃厚接触者への差別・偏見、感染症が広まっている地域に住んでいる人・咳をしている人・マスクを
していない人・外国から来た人などを、見えないウイルスへの不安から、嫌悪の対象として、差別・偏見
が生まれています。本当に恐ろしいのは、「病気が不安を呼び、不安が差別を生み、差別がさらなる病気
の拡散につながること（日本赤十字社）」です。今、私たち全世界の人間に問われていることは、身体の
健康はもちろんのこと、正しい情報を判断し、差別的な言動に同調しないこと、『心の健康』を保つこと
であると考えます。 
個人懇談会の開催（希望者） 

しかし、私たちにとって初めてのことばかりで、 
不安なこともたくさんあります。子供たちにとって 
も同様です。学校での生活、学習についての不安、 
これからの将来についての不安など、ぜひ学校にお 
電話ください。学校再開までの２６日から２９日ま 
での４日間、保護者の皆様との二者懇談、お子様も 
含めた三者懇談をご希望に合わせて行います。 

学校・家庭・地域が一体となって、この困難を乗 
り越えていきましょう。   
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子供の命を守り、学ぶ習慣を取り戻す学校再開 

今、私たちに問われていることは、『心の健康』です！ 

＜「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！」日本赤十字社＞ 


